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深海用ＡＲＯ－ＦＴ
ＡＲＯＤ－ＦＴ

Ｓ－１４ケーブルタイプ

渦相関法用ＤＯ計
ARO-EC

■寸法図

※1 より正確なDO値取得のためには、測定前にゼロ、スパンの2点校正を推奨します。
※2 接続用ケーブル(信号ケーブル)は、お客様でご準備ください。

RINKO-ECは検出部先端の細径化を実現し、
RINKOの最大の特徴である高速応答（90%
応答0.5秒）DO膜と組み合わせることで、渦
相関測定用に最適な設計となっています。
本体はチタン製で、小型でありながら堅牢性
を有しています。
DO検出膜は連続200時間の測定が可能であ
り、ユーザーで交換、校正することができます
ので、メンテナンス性に優れています。

渦相関法用ＤＯ計

-EC
ARO-EC

水温DO

■仕様

■概要

水温センサー
DOセンサー

ARO-EC
RINKO-EC

MCBH8M
50m水深相当
空中約0.6kg/水中重量約0.3kg
φ54mm×341mm（コネクター部分含まず）
チタン2種
20mA以下
DC12～24V
5秒
アナログ電圧（0～5V）
200時間（連続使用）
水温
ＤＯ
水温　精度
DO　 繰り返し性
水温
ＤＯ
水温
ＤＯ 燐光式

サーミスター
0～200％
-3～45℃
±0.5％FS※1

±0.02℃（3～31℃）
≦0.5秒
≦0.5秒

型式

測定項目/センサータイプ

測定範囲

精度/繰り返し性

耐圧性能
コネクター仕様※2

質量
寸法
材質
消費電流（DC12V供給時）
電源
プリヒート時間
外部出力
DO膜寿命

90%応答速度（物理量換算時）
（空気中⇨ 水中at25℃）

モデル名

水温DOアルゴフロート用RINKO

ARO-FT/AROD-FT

※1 25℃塩分34PSUの大気飽和水を測定した場合 ※2 25℃、100％付近での標準値
※3 加速試験による ※4 圧力ヒステリシスは考慮しない 
※5 UART出力は標準アタッチメント使用のARO-FTに限る ※6 水中重量は設計値です

ARO-FT/AROD-FTは全世界の海洋観測に使用されているアル
ゴフロート用に開発されたセンサーです。
アルゴフロートは一度投入されると最大5年程度は定期的に自動
で鉛直観測するシステムで、ARO-FT/AROD-FTは高速応答を維
持しつつ、長期安定に優れたセンサーです。
通信形態はRS-232C/UARTに対応していますので、アルゴフロ
ートに限らずAUV等の様々な観測機器に接続可能です。

■仕様

ARO-FT
耐圧2,000m
水深仕様

AROD-FT
耐圧6,700m
水深仕様

写真のコネクターは
Impulse社製です

（現行品は
SubConn社製です）

写真のコネクターは
Impulse社製です

（現行品は
SubConn社製です）

■概要

測定項目/センサータイプ

測定範囲

分解能

初期精度

63％応答速度
（25℃、標準値）
外部出力内容
通信周期
プリヒート時間
通信形態
通信速度
電源
消費電流（12VDC使用時）

DO
水温
DO
水温
DO
水温
DO
水温

DO

DO
水温
DO（μmol/L）、水温（℃）、AD値、LED照射時間
1秒
5秒
ＲＳ-232Ｃ or UART（3.3Vlogic）※5

38,400bps
DC6～26V、標準DC12V
測定時：30mA以下　待機時：0.1mA以下

燐光式
サーミスター
0～425μmol/L※1（0～200％飽和度）
-3～45℃
0.02μmol/L（0.01％）※2

0.001℃
測定値の±2％　または　±2μmol/L　（1～30℃、0～120％）
±0.01℃　（0～35℃）
ドリフト ：測定値の±5％ or ±5.0μmol/L / 4,000,000サンプル以内※3

水温依存性：測定値の±2％ or ±2.0μmol/L以内
圧力依存性：測定値の±2％ or ±2.0μmol/L以内※4

≦1秒（水中）
≦1秒（水中）

繰り返し性

形式
材質
コネクター
寸法

質量

耐圧性能

ARO-FT
チタン2種
8ピン　レモコネクター
下図参照
空中約265g（ロックナット付き通信ケーブル）
水中重量約162g（ロックナット付き通信ケーブル）※6

2,000m水深相当

AROD-FT
チタン合金（TI-6AI-4V）
SubConn社MCBH-8-MP
下図参照
空中約265g
水中重量約175g※6

6,700m水深相当

アルゴフロート用ＲＩＮＫＯ
ＡＲＯ－ＦＴ

microSDカード記録方式のモデルINFINITYデータロガーシリーズのDO計です。各種
測定設定が可能ですので、係留観測や現在ご使用中の採水器、CTD等に取り付けて同時
観測が可能です。高速応答DOセンサーにより、これまで時間のかかっていた鉛直プロ
ファイルが、短時間で観測可能となります。

■寸法図　　

採水器に
ＲＩＮＫＯ Ⅰを装着

小型メモリーＤＯ計

Ⅰ

■仕様
モデル名
型式
測定項目
センサータイプ
測定範囲
分解能

精度

応答速度※2

メモリータイプ
メモリー容量
測定モード
測定インターバル
バースト時間
サンプル個数

電源/容量

通信形態
消費電流
ケース材質
寸法
質量
耐圧性能

ARO-USB
RINKO Ⅰ

microSDカード（防水高速仕様）
標準装備1GB
連続モード、バーストモード
0.1～600秒
1～1,440分
1～18,000個
CR-V3型リチウム電池/3.3Ah
最大2個使用可
USB通信（Ver. 2.0準拠、Ver. 1.1相当）
125mA
チタン合金（Ti-6AI-4V）
φ54ｍｍ×235.5ｍｍ
空中約0.9kg/水中重量約0.6kg
7,000ｍ水深相当

ＤＯ
燐光式
0～200％
0.01％※1

非直線性±2％FS
（1気圧、25℃）
0.4秒

水温
サーミスター
-3～45℃
0.001℃
±0.02℃

（0～35℃）
0.3秒

深海モデル
ARO-USB

■概要

※1 飽和度100％付近での標準値　※2 気体雰囲気中(1気圧25℃)での63％応答標準値

RINKOⅢRINKO Ⅰ

深海多筒採水器のCTDシステムへの組込みをテーマに開発されたモデルです。DC12Vの
電源供給を受け、DO、水温のデータが0～5Vのアナログ信号で出力されますので、CTDシ
ステムの外部入力CHに接続いただくことで、ご利用可能です。高速応答により、採水システム
の運転に制限を与えることなく、連続した高精度なプロファイルデータが得られます。

有線式ＤＯ計

Ⅲ

ＣＴＤ接続用コネクター

水温DO

■概要

※1 飽和度100％付近での標準値　※2 25℃の大気中における標準値

■仕様 モデル名
型式
測定項目
センサータイプ
測定範囲
分解能
精度
90％応答速度
出力
電源
消費電流
ケース材質
寸法
質量
耐圧性能
水中コネクター

ARO-CAV
RINKO Ⅲ

アナログ電圧（0～5V）
DC12V
35mA
チタン合金（Ti-6AI-4V）
φ54mm×165mm（コネクター部分は含まず）
空中約0.8kg/水中重量約0.5kg
6,700ｍ水深相当
MCBH8M

ＤＯ
燐光式
0～200％
0.01％※1

非直線性±2％FS（1気圧、25℃）
＜1秒※2

水温
サーミスター
-3～45℃
0.001℃
±0.02℃

（3～31℃）
＜1秒

接続用ケーブル
（信号ケーブル）は、
お客様でご準備下さい。

（画像提供／海洋研究開発機構　内田様）
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